
（別紙４）

個別療育センターココスマイル 公表日 令和8年4月27日

利用

児童数
106 回収数　74

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思います

か。

70 2 0 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

71 1 0 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境（※1）

になっていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特

性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切にな

されていると思いますか。 66 2 0 6

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思

いますか。

72 1 0 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性

のある支援が受けられていると思いますか。 

67 5 0 2

6
事業所が公表している支援プログラム（※2）は、事業所の提

供する支援内容と合っていると思いますか 。

68 2 0 4

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が

客観的に分析された上で、個別支援計画（※3）が作成されて

いると思いますか。

70 2 0 2

8

個別支援計画には、児童発達支援ガイドライン・放課後等デイ

サービスガイドラインの「児童発達支援・放課後等デイサービ

スの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行

支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切

に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると

思いますか。

66 3 0 5

9 個別支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

71 2 0 1

10
事業所の活動プログラム（※4）が固定化されないよう工夫さ

れていると思いますか。

65 5 0 4

11
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負

担等について丁寧な説明がありましたか。

72 1 0 1

・広くて見晴らしがよいと思っています

・とてもわかりやすく綺麗だと思います

・きちんと整理されててわかりやすく工夫

されてると思います

・大きな部屋を仕切って使っていますが、

隣の声が気になります。静かで集中できる

環境が望ましいです。

・防犯の観点から、1階には必ず職員がいた

方が良いと思います。

・環境につきまして高い評価をいただき、ありが

とうございます。今後も、お子さまにとってわか

りやすく、過ごしやすい環境づくりと工夫に努め

てまいります。

・（お部屋について）隣の部屋の声が気になると

のこと、ご不便をおかけして申し訳ございませ

ん。できる限り環境の調整に努めてまいりますの

で、気になることがあればいつでもお知らせくだ

さい。

・（防犯対策）3月4日の池田市で起きた宅配業者

を装った強盗傷害事件受けて、玄関を常時施錠

し、来所時にはインターホンでの対応といたしま

した。1階受付にはできる限り職員を配置するよう

努めてまいりますが、不在となる時間帯がある場

合でも受付にある呼び鈴を押していただければ事

務所スタッフが対応させていただきます。

・困りごとなどあれば具体的に対策を考え

てくださり、ありがたいです。

・いつも親が気付かない特性を見出してい

ただいて、声かけの方法を教えていただき

大変助かっています。子どもも素直に聞き

入れております。

・子どもの話をよく聞いてくださり、子ど

ものペースに合わせて課題を提供していた

だいてます

・しっかりできております。この取り組み

をぜひ続けていただけると助かります。

・とても丁寧にいつも一緒に考えていただ

いています。

・良いアドバイスをいただいてとても助

かっております。年齢やレベルに応じて丁

寧に分析していただいております。

・毎回その日の療育をフィードバックして

いただいて、以降の方針立てのチェックが

できております。

・飽きずに毎回活動出来ています。時々あ

る友達との活動にも意欲的に取り組めてい

ます。

・その時その時の悩み事に合わせて、翌週

には療育内容に反映させてくださるので信

頼しています。

・先生によって専門スキルの差があるかも

しれません

・おおまかにはしていただいている。困り

ごとや問題点の具体的な対応方法提示が少

ないと思った。

・SSTなどこどもの話？考え？を聞くだけ

で終わってしまっている時があるように思

う。

・課題が固定化しないようにしてほしい

・親の意見を求められますが、先生方から

見てこのような取り組みはどうか、と提案

してもらえるとありがたいです。

・日頃の支援について多くの温かいお言葉をいた

だき、ありがとうございます。お子さまに合わせ

た言葉かけや課題設定、保護者さまの困りごとへ

の具体的な対応など、今後も丁寧に取り組んでま

いります。

・担当スタッフによって専門性に差があるのでは

ないかという点や、困りごとへの具体的な対応方

法の提示が少ないこと、SSTなどでお子さまのお

話を伺うだけで終わってしまう場面があること、

課題が固定化してしまう点について、ご不安をお

かけし申し訳ございません。

専門性につきましては、法人内の研修や施設の事

例検討会、日々の話し合いを重ね、スキルの向上

と専門性の強化に努めてまいります。また、保護

者の皆さまからご意見を伺うだけでなく、こちら

からも取り組みのご提案ができるよう、今後さら

に工夫してまいります。困りごとの具体的な内容

につきましては、担当スタッフだけでなく、児童

発達支援管理責任者および他のスタッフとも共有

し、より明確な対応方法を提示できるよう取り組

んでまいります。

課題について固定化しないよう努めてまいります

が、気になる点がございましたら、具体的にご相

談いただけますと幸いです。

・毎回その日の療育を丁寧に説明しても

らっております。

・座談会にはまだ参加できてませんが、時

間が合えば行ってみたいと思っています。

・座談会に参加できていないので、今後は

参加したい

・始まったばかりだと思うので、これから

も継続をお願いしたい。

・毎回助言をいただいております。

・こちらの要望を伝えた上で、色々な提案

をしてもらえるので助かっています。

・いつも傾聴してもらいありがたい

・調子がいいときは一緒に喜んでいただ

き、悪いときは真剣に悩みを吐露する保護

者を受け入れてくださり、感謝していま

す。

・共有はできているが、具体的な解決策の

提示が少なく実行されるのも少ないと感じ

る。

・専門家からみた関わり方をより伝えてい

ただきたい。

・保護者会や保護者間の交流は必要だと思

わない

・学習会以外で他の保護者の方と交流する

機会はなかった。他の支援学校に通う保護

者の方や他の学年のお子さんがいらっしゃ

る方と交流する機会があると嬉しい。

・日頃の支援やフィードバック、保護者さまへの

ご提案などについて温かいお言葉をいただき、あ

りがとうございます。お子さまに寄り添いなが

ら、保護者さまのお気持ちやご要望にも丁寧に向

き合う姿勢を今後も大切にしてまいります。あわ

せて、いただいたご意見や改善点につきましても

真摯に受け止め、より良い支援につなげてまいり

ます。

・解決策や専門的な関わり方については、担当ス

タッフだけでなく児童発達支援管理責任者や他ス

タッフとも共有し、より具体的な支援方法をお示

しできるよう努めてまいります。

・保護者の皆さまの状況やお考えはさまざまであ

り、交流の必要性についても感じ方が異なること

を受け止めております。今後も、希望される方が

安心して参加できる保護者間の交流の機会につい

て検討するとともに、参加しやすく有意義に交流

できる場のあり方についても考えてまいります。
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保護者等からの事業所評価の集計結果（放課後等デイサービス）公表



12
「個別支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし

たか。

72 2 0 0

13
事業所では、家族等も参加できる研修会や情報提供の機会、座

談会等が行われていますか。

72 0 0 3

14
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発

達の状況について共通理解ができていると思いますか。

71 3 0 0

15
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていま

すか。

64 5 1 4

16 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

68 5 0 1

17
保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けら

れるなど、家族への支援がされているか。

60 4 1 9

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備

されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場が

あることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されていますか。 65 2 0 7

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなさ

れていると思いますか。

71 1 0 2

20

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこども

や保護者に対して発信されていますか。 64 1 0 9

21 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

73 0 0 1

22

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防

犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に

周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施

されていますか。

58 3 1 12

23
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練が行われていますか。

46 3 0 25

24

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知

される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われてい

ると思いますか 。

63 3 1 7

25

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やか

な連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされている

と思いますか。

52 1 0 21

26 こどもは安心感をもって通所していますか 。

74 0 0 0

27 こどもは通所を楽しみにしていますか。

57 14 0 3

28 事業所の支援に満足していますか。

70 3 0 1

・この度池田市で起きた事件を踏まえてす

ぐにドアを施錠していただいてたのには安

心しました。（他の習い事に行った際は、

先生方の誰もそのことを知らず、施錠を頼

むとハッキリとするとはお返事いただけな

かったので）

・緊急時の避難経路は、掲示されている

が、防犯マニュアルが策定されていること

に関して、聞いたことがない。

・マニュアル等の策定はされ、周知・説明

されていますが、訓練が実施されているか

分からない。

・（事故の状況の説明について）事故等が

発生していないので、分かりません。

・お部屋全体がカメラに映るお部屋とそう

でないお部屋があり、カメラ操作ができな

くなったので、できれば部屋全体が映るよ

うにしていただけるとありがたいです。

・施錠対応について安心していただけたとのお声

をいただき、ありがとうございます。皆さまに少

しでも安心してお過ごしいただけるよう、今後も

状況に応じて安全面の配慮を続けてまいります。

・各種マニュアルにつきましては、今後、施設内

の掲示物などを整理し、より分かりやすくご覧い

ただけるように努めてまいります。また、訓練や

防災学習については、来年度より防災月間を設

け、お子さま一人ひとりが無理なく取り組める内

容で実施していくことを考えております。実施状

況についても、施設内掲示やホームページなどで

お知らせしていく予定です。

・半年ほど前から毎日の朝礼で災害時・非常時を

想定した机上訓練にも取り組んでおります。今後

も安全体制の強化に日々努めてまいります。

・（カメラについて）可能な範囲でお部屋やアン

グルの調整をさせていただきますので、随時ご相

談ください。

・安心できる場所になっているようです。

・毎回楽しみにしています。

・たくさんいろいろな事業所に通いました

が、一番通えてよかったと思っているのは

ココスマイルさんです。

・いつも丁寧なご指導、アドバイスありが

とうございます。

・1年間ありがとうございました。ココスマ

イルに通える事をありがたく思っていま

す。ココスマイルに通っている事で安心し

ます。来年度もよろしくお願いします。

・いつもありがとうございます。先生と話

をするのを楽しみにしていたり、集団療育

のイベントを毎回楽しみにしています。

・通所の支払いを現金以外に引き落としや

振込にしたい。もしくはおつりありにした

いです。小銭を作るのが大変で…。

・日々の支援や関わりについて多くのご感想をい

ただき、ありがとうございます。お子さまが安心

して楽しく通えていること、また保護者さまに安

心していただける場になれていることを嬉しく感

じております。今後も一人ひとりに寄り添った関

わりとコミュニケーションを大切に取り組んでま

いります。

・利用料金のお支払いにつきましては、振込での

お支払いも可能です（振込手数料は利用者さまの

ご負担となります）。振込をご希望される場合

は、スタッフまでお申し出ください。なお、おつ

りの対応や口座引き落としでのお支払いには対応

しておりません。ご不便をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をお願いいたします。

・毎回その日の療育を丁寧に説明しても

らっております。

・座談会にはまだ参加できてませんが、時

間が合えば行ってみたいと思っています。

・座談会に参加できていないので、今後は

参加したい

・始まったばかりだと思うので、これから

も継続をお願いしたい。

・毎回助言をいただいております。

・こちらの要望を伝えた上で、色々な提案

をしてもらえるので助かっています。

・いつも傾聴してもらいありがたい

・調子がいいときは一緒に喜んでいただ

き、悪いときは真剣に悩みを吐露する保護

者を受け入れてくださり、感謝していま

す。

・共有はできているが、具体的な解決策の

提示が少なく実行されるのも少ないと感じ

る。

・専門家からみた関わり方をより伝えてい

ただきたい。

・保護者会や保護者間の交流は必要だと思

わない

・学習会以外で他の保護者の方と交流する

機会はなかった。他の支援学校に通う保護

者の方や他の学年のお子さんがいらっしゃ

る方と交流する機会があると嬉しい。

・日頃の支援やフィードバック、保護者さまへの

ご提案などについて温かいお言葉をいただき、あ

りがとうございます。お子さまに寄り添いなが

ら、保護者さまのお気持ちやご要望にも丁寧に向

き合う姿勢を今後も大切にしてまいります。あわ

せて、いただいたご意見や改善点につきましても

真摯に受け止め、より良い支援につなげてまいり

ます。

・解決策や専門的な関わり方については、担当ス

タッフだけでなく児童発達支援管理責任者や他ス

タッフとも共有し、より具体的な支援方法をお示

しできるよう努めてまいります。

・保護者の皆さまの状況やお考えはさまざまであ

り、交流の必要性についても感じ方が異なること

を受け止めております。今後も、希望される方が

安心して参加できる保護者間の交流の機会につい

て検討するとともに、参加しやすく有意義に交流

できる場のあり方についても考えてまいります。
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（別紙５）

個別療育センターココスマイル 公表日 令和8年4月27日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 7 0

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
7 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

7 0

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。 7 0

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
7 0

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
7 0

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
7 0

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
7 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
6 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
7 0

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

・療育で使用するお部屋について、振り

替え等のイレギュラーなご利用について

も、朝礼で話し合って調整している。振

り替えなどでご利用が重なることがあっ

てもほぼ調整できている。

・掃除については、毎日の当番制に加

え、今後も気付いた職員が積極的に行う

業

務

改

善

・支援内容や業務改善について、話す機

会は多い。

・大阪母子保健センター平山哲医師から

の外部評価をいただいている。

・研修の機会は月に2，３回はある。施

設内での事例検討、相談の機会も多い。

・職員間のコミュニケーションにおいて

もアサーションを大切にし、今後もより

良い支援や働きやすい体制に向けて、意

見を交わしやすい環境づくりを進める。

・継続して大阪母子保健センター平山哲

医師からの外部評価を依頼していく。

・研修を受けた後は、感想や取り入れら

れる点を共有し、より実践に結び付けら

れるよう取り組む。

事業所における自己評価結果（放課後等デイサービス）公表



11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 7 0

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、個別支援計画を作成して

いるか。

7 0

13

個別支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでな

く、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の

利益を考慮した検討が行われているか。 

7 0

14
個別支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われてい

るか。 
7 0

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

7 0

16

個別支援計画には、児童発達支援ガイドライン・放課後等デイサー

ビスガイドラインの「児童発達支援・放課後等デイサービスの提供

すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び

「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ

どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支

援内容が設定されているか。

7 0

17 活動プログラムの立案をチームで相談しながら行っているか。 7 0

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 7 0

19
支援開始前には職員間で打合せや情報共有を行い、チームで連携し

て支援を行っているか。
7 0

20
支援終了後には、職員間で支援の振り返りを行い、気付いた点等を

共有しているか。
7 0

21
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7 0

22
定期的にモニタリングを行い、個別支援計画の見直しの必要性を判

断し、適切な見直しを行っているか。
7 0

23

放課後等デイサービスでは、ガイドラインの「４つの基本活動」

（日常生活の充実と自立支援のための活動・多様な遊びや体験活

動・地域交流の活動・こどもが主体的に参画できる活動）を複数組

み合わせて支援を行っているか。

7 0

24
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
7 0

適

切

な

支

援

の

提

供

・支援プログラムを公表している。

・個別支援計画は、児童発達支援管理責

任者を含む複数の職員で意見を出し合い

ながら作成している。

・フォーマルな検査だけでなく、イン

フォーマルなアセスメントも大切にして

療育を行っている。

・ガイドラインを踏まえ、日々の療育に

取り組んでいる。

・ご利用者のご希望や客観的な必要性に

応じて、フォーマルアセスメントを実施

できるように、知識やスキルをアップ

デートしていく。

・インフォーマルなアセスメントのスキ

ルについても、研修や情報共有を通して

高めていく。

・チームでの相談については、十分に行

えているように思う。

・活動プログラムについては、日々相

談、工夫しながら固定化しないように努

めている。

・支援終了後の振り返りについては、支

援終了後や勤務終了前、次の出勤時、翌

日の朝礼など、支援に影響のないタイミ

ングで随時実施している。

・定期的にモニタリングを行い、意見を

出し合って適切な見直しを行っている。

・ガイドラインの「４つの基本活動」の

うち、日常生活の充実と自立支援のため

の活動・多様な遊びや体験活動・こども

が主体的に参画できる活動について実施

できている。

・お子さまの自己選択・自己決定を尊重

し、それを基盤とした支援を行ってい

る。

・施設会議については、過度な負担とな

らないように、計画的・効率的に進め

る。

・活動プログラムは、職員間で意見を出

し合い、担当以外の視点も取り入れなが

ら、固定化を防ぎ、より良い支援につな

がるよう進める。

・ガイドラインの基本活動である地域交

流については、外出支援の際に、可能な

範囲で取り入れていく。

・自己選択・自己決定において、意思表

示が明確でない場合でも、表情や視線、

動作、行動の変化など多様なサインを丁

寧に汲み取りながら、今後も支援を行

う。



25
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7 0

26
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
7 0

27

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、学校等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を

図っているか。

7 0

28
必要に応じて、就学時の移行の際には小学校や特別支援学校(小学

部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
7 0

29

必要に応じて、就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めてい

るか。

7 0

30

必要に応じて、学校を卒業し放課後等デイサービスから障害福祉

サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を

提供する等しているか。

7 0

31
地域の児童発達支援センターなどとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。
5 2

32
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
7 0

33

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

7 0

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・必要に応じて、児童発達管理責任者お

よび担当職員が関係機関と連携してい

る。

・移行のタイミングで、ご希望と必要性

に合わせて、移行支援に関する情報提供

書を作成し、保護者様にお渡ししてい

る。

・保護者座談会を毎月実施している。

・今後も子育て通信や保護者座談会など

を活用し、継続的に情報発信を行いなが

ら保護者支援に努める。

・保護者座談会の実施については、職員

のスキルアップを図るとともに、特定の

職員に負担が偏らないよう、月ごとの

テーマに応じて担当職員を決めて実施し

ていく。



34
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
7 0

35

個別支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こ

どもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意

向を確認する機会を設けているか 。

7 0

36
「個別支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から

個別支援計画の同意を得ているか。
7 0

37
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
7 0

38
保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設け

る等の支援をしているか。
7 0

39

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

7 0

40
定期的に通信等を発行することや、HP等を活用することにより、活

動概要等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。
7 0

41 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7 0

42
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
7 0

43

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

7 0

44
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7 0

45 事前に、服薬やてんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 7 0

46
必要に応じて、食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか。
6 1

47
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7 0

48
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7 0

49
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
7 0

50
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
7 0

51

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、個

別支援計画に記載しているか。

7 0

保

護

者

へ

の

説

明

等

・HPに活動のお知らせをUPする機会が

増えた。

・施設内の掲示板（ホワイトボード）で

の情報発信については、掲示物を精査・

整理し、カテゴリーごとに分けて掲示す

るなど、より分かりやすくご覧いただけ

るよう工夫する。また、HPやLINEでの

情報発信も適宜組み合わせ、必要な情報

をより確実にお届けできるよう努める。

非

常

時

等

の

対

応

・緊急時の対応について、毎日の朝礼

で、災害時・非常時を想定した机上訓練

に取り組んでいる。

・事故やヒヤリハットが発生した際は速

やかに保護者へ報告・謝罪し、職員間で

再発防止に向けた対策を検討・共有して

いる。

・食物アレルギーについては、保護者に

確認している。

・各種マニュアルについて、今後、施設

内の掲示物などを整理し、より分かりや

すくご覧いただけるように努める。

・訓練や防災学習については、来年度よ

り防災月間を設け、お子さま一人ひとり

が無理なく取り組める内容で実施してい

くことを考える。実施について、施設内

掲示やHPなどでお知らせしていく。



（別紙３）

～ 2026年3月12日

（対象者数）
106

（回答者数）
74

～ 2026年3月12日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、療育時のご来所が難しい保護者さまには、別日の面

談やお電話、LINEでの共有など、ご都合に合わせた無理のな

い方法で情報交換を行っていきます。また、療育時にご来所

いただける場合でも、前後に十分なお時間がとれない場合

や、療育とは別のタイミングでのお話をご希望される保護者

さまには、別日に情報共有の機会を設けてまいります。

2

職員全体のスキルアップを図るとともに、特定の職員に負担

が偏らないよう、月ごとのテーマに応じて担当職員を決めて

実施してまいります。今後も継続して開催していくために、

体制づくりと運営方法の工夫を進めていきます。

3

話し合いの場では、今後もアサーションを意識し、互いの意

見を尊重しながら建設的に議論できるよう努めていきます。

また、議題の優先順位や配分時間を決めて話し合うことで、

より効率的な会議運営を図ります。さらに、必要に応じて会

議前に回覧等で情報共有や意見の集約を行っておくことで、

当日の議論を深められるよう工夫してまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

各種マニュアルにつきましては、今後、施設内の掲示物など

を整理し、より分かりやすくご覧いただけるように努めてま

いります。また、訓練や防災学習については、令和8年度よ

り防災月間を設け、お子さま一人ひとりが無理なく取り組め

る内容で実施していくことを考えております。実施について

も、施設内掲示やHP、LINEなどでお知らせしていく予定で

す。

2

3

○従業者評価実施期間
2026年2月21日

○事業所名 個別療育センターココスマイル

○保護者評価実施期間
2026年2月21日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

お子さまの状況について、保護者さまと日頃から情報を共有

し、共通理解を図る時間を大切にしています。

毎回の療育で、モニターでお子さまの様子をご覧いただいた

り、ご家庭や学校でのご様子を保護者さまからお聞きしたり

しながら、療育での様子や支援のポイントをお伝えする時間

を設けています。

2026年4月27日

毎月、保護者座談会を開催し、日々の関わりに役立つヒント

や実践的なアイデアを共有するとともに、保護者同士が安心

して交流できる場を提供しています。

座談会のテーマにつきましては、保護者の皆さまのご希望や

事前アンケートをもとに設定しております。また、安心して

お話しいただけるよう、ルールを設けて冒頭で毎回ご説明し

ております。参加形態につきましては、対面とオンラインの

ハイブリッド方式で実施し、どなたでも参加しやすい環境づ

くりに努めております。

支援の相談や業務改善に向けた話し合いが職員間で積極的に

行われています。

毎日、朝礼や支援終了後の話し合いでは、情報共有や相談事

項に抜けが生じないよう、定期確認項目に基づいて話し合い

を行っております。また、定期的に会議を開催し、支援や業

務に関する課題を共有できる場を設けております。話し合い

たいことや議題を思いついた際にすぐ記載できるボードを掲

示し、日頃から意見を共有しやすい環境を整えております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルの提示方法や訓練に関する情報共有が分かり

にくいことが課題となっています。

掲示物が多く、必要な情報に注目しにくい状況があること、

HPやLINEでの情報共有を十分に活用できていないこと、ま

た、訓練の実施日や訓練に参加されるお子さま・保護者さま

が限られていることなどが要因であると考えられます。

事業所における自己評価総括表（放課後等デイサービス）公表


